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水が止まった日
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昨
年
８
月
の
豪
雨
で
は
、
隼
人

町
を
中
心
に
約
２
万
戸
が
断
水
し

ま
し
た
。
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が

出
る
、
そ
ん
な
当
た
り
前
の
日
常

が
、
一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
ま
し
た
。

あ
の
日
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
断

水
へ
の
備
え
を
紹
介
し
ま
す
。

午
前
３
時
、
異
変
の
始
ま
り

８
月
８
日
午
前
３
時
頃
、
寝
床

に
就
い
て
い
た
上
下
水
道
部
職
員

の
携
帯
電
話
に
、
水
道
監
視
シ
ス

テ
ム
の
通
知
音
が
鳴
り
響
き
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
木
之
房
配
水

池
へ
水
が
届
い
て
い
な
い
と
い
う

も
の
。「
原
因
の
調
査
を
開
始
し
ま

し
た
が
、
豪
雨
で
道
路
が
寸
断
さ

れ
、
現
場
へ
近
づ
く
こ
と
も
難
し

い
状
況
で
し
た
」と
話
す
の
は
、
市

上
下
水
道
部
の
秋
窪
達
郎
部
長

（
59
）で
す
。
そ
の
後
、
市
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
情
報
も
手
掛
か
り
と
な

り
、
午
前
９
時
頃
、
新
川
発
電
所

付
近
の
直
径
５
０
０
㍉
の
導
水
管

が
河
川
へ
転
落
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
市
街
地
へ
水
を
送
る

重
要
な
導
水
管
で
し
た
。
こ
こ
が

被
災
し
た
こ
と
で
配
水
池
へ
の
送

水
が
止
ま
り
、
広
い
範
囲
で
断
水

が
発
生
。
す
で
に
配
水
池
へ
送
ら

支
え
合
い
で
つ
な
い
だ
水

断
水
発
生
直
後
か
ら
、
市
は

応
急
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。
同

時
に
日
本
水
道
協
会
な
ど
を
通
じ

て
他
自
治
体
な
ど
へ
支
援
を
要
請
。

８
日
の
う
ち
に
県
内
の
市
町
な
ど

の
給
水
車
が
到
着
し
、
翌
日
に
は

九
州
各
地
や
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐

屯
地
か
ら
次
々
と
応
援
が
駆
け
付

け
ま
し
た
。「
自
分
の
ま
ち
が
被
災

さ
れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
中
支

援
し
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
た
い

気
持
ち
と
心
強
さ
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
」と
秋
窪
部
長
は
当
時

の
心
境
を
話
し
ま
す
。
断
水
解
消

ま
で
し
ば
ら
く
時
間
を
要
す
る
中
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
か
ら
の
給
水
車

に
よ
る
支
援
は
、
市
民
生
活
を
支

え
る
大
事
な
柱
と
な
り
ま
し
た
。

も
し
も
の
断
水
に
備
え
る

「
断
水
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て

な
い
た
め
に
、
日
頃
か
ら
家
庭
で

備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
」と

秋
窪
部
長
は
市
民
に
呼
び
か
け
ま

す
。「

飲
料
水
は
１
人
１
日
３
㍑
を
目

安
に
、
３
～
７
日
分
を
備
蓄
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
お
風
呂
の
残
り

湯
と
い
っ
た
生
活
用
水
を
確
保
し

て
お
く
と
、
ト
イ
レ
や
掃
除
な
ど

に
活
用
で
き
ま
す
。
併
せ
て
、
非

常
用
ト
イ
レ
や
食
器
の
汚
れ
を
防

止
す
る
食
品
用
ラ
ッ
プ
、
応
急
給

水
で
水
を
受
け
取
る
ポ
リ
タ
ン
ク

な
ど
も
備
え
て
お
く
と
安
心
で
す
」

と
備
え
の
例
を
示
し
ま
す
。

日
頃
か
ら『
も
し
断
水
し
た
ら
』

と
考
え
、
必
要
な
備
え
を
見
直
し

て
お
く
こ
と
が
、
家
族
や
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

れ
た
水
が
あ
る
た
め
、
し
ば
ら
く

は
断
水
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
８

日
の
午
後
４
時
頃
に
は
断
水
が
始

ま
り
、
多
く
の
市
民
生
活
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

復
旧
ま
で
の
道
の
り

市
は
８
日
午
前
中
に
仮
設
配
管

工
事
の
計
画
を
立
て
、
す
ぐ
に
資

材
を
発
注
。
翌
９
日
午
前
中
に
は
、

大
阪
府
や
福
岡
県
か
ら
必
要
な
資

材
が
届
き
ま
し
た
。「
お
盆
前
で
資

材
の
確
保
が
難
し
く
な
る
時
期
で

し
た
が
、
す
ぐ
に
資
材
を
確
保
で

き
た
の
は
、
発
注
を
迅
速
に
行
っ

た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
資
材

店
や
メ
ー
カ
ー
の
協
力
の
お
か
げ

で
し
た
」と
秋
窪
部
長
は
資
材
の
調

達
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

資
材
到
着
後
、
す
ぐ
に
市
内
の

工
事
業
者
３
社
が
仮
設
配
管
工
事

を
開
始
。
昼
夜
を
問
わ
ず
作
業
を

続
け
、
11
日
午
前
１
時
、
仮
設
配

管
工
事
が
完
工
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
管
内
に
た
ま
っ
た
空

気
を
抜
き
な
が
ら
慎
重
に
通
水
作

業
を
進
め
、
11
日
午
前
７
時
に
は

配
水
池
へ
水
が
到
達
。
午
後
か
ら

順
次
配
水
を
再
開
し
、
13
日
の
午

前
５
時
40
分
、
全
て
の
断
水
が
解

消
し
ま
し
た
。

被害発生地区
最大断水
戸数（戸）

①溝辺町有川の一部 約850
②国分郡田の一部
（郡山地区コミュニティ広場付近） 約80

③隼人町（ほぼ全域）・国分の一部地区
（国分剣之宇都町、国分野口） 約19,500

④福山町国道220号線沿い 約300
⑤牧園安楽地区 約10

8月8日 午前3時頃

木之房配水池に水が届いて
いないことを確認

水道監視システムから職員
に通知

8月8日 午前9時頃

新川発電所付近の導水管が河
川へ転落していることを確認

8月8日 午前中

仮設配管資材を発注

8月8日 午後4時頃

隼人地区（国分の一部地区含
む）断水が始まる

8月9日 午前中

仮設配管の資材が到着。工
事開始

8月11日 午前1時

仮設配管工事完工

8月11日 午前7時

木之房配水池へ水が到達

8月13日 午前5時40分

市内の全ての断水が解消

道路が寸断されること
は覚悟していましたが、

水道まで止まるとは思っても
いませんでした。地区の皆さ
んは地域の井戸水などをく
んで生活用水に利用したり、
親戚から水を分けてもらった
りと、それぞれ工夫しながら
助け合って乗り切っていまし
た。公民館からも、通れる
道の情報や、山で水がくめ

る場所などを防災無線など
で周知しました。市に給水
車を依頼したところ、すぐに
駆け付けてくださり、大変感
謝しています。水が蛇口から
再び出るようになった時は、
心底ほっとしました。今後い
つ断水が起きても対応でき
るように、組織づくりなど公
民館としてできることを考え
ていきたいです。

⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅

導水管の
河川転落発生から
断水解消までの
時系列

INTERVIEW

小浜地区
自治公民館長
六反 茂さん（75）

❶給水を待つ行列（イオン隼人国分ショッピングセンター）　❷各自治体からの給水応援（お祭り広場）　❸転落した導水管　❹陸上自衛隊国分駐屯地による
給水活動の様子（隼人市民サービスセンター）　❺夜の給水活動の様子（隼人市民サービスセンター）　❻昼夜通して続けられた仮設配管工事水が止まった日

令和７年８月８日未明、市内を襲った記録的な豪雨は、浸水被害や
土砂災害、道路の寸断など、市民生活に大きな被害をもたらしました。
その中でも、生活への影響が特に大きかったのが「断水」です。

❶

❷

❸

❹

❺❻
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昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
で
水
道

の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
た
今
、

霧
島
の
水
の
豊
か
さ
と
、
未
来
へ

つ
な
ぐ
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

霧
島
の
水
の
豊
か
さ

「
霧
島
市
の
水
道
は
、
湧
水
利
用

量
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
道

で
す
」と
話
す
の
は
、
第
一
工
科
大

学
教
授
の
髙
嶋
洋
さ
ん（
61
）で
す
。

本
市
の
水
道
は
、
全
て
の
水
源
が

地
下
水
か
自
然
に
湧
き
出
る
湧
水
。

１
日
に
取
水
す
る
水
の
約
８
割
を

湧
水
が
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
豊
か
な
水
を
育
ん
で
い
る

の
が
、
霧
島
山
を
は
じ
め
と
す
る

雄
大
な
自
然
で
す
。
霧
島
は
多
雨

地
域
で
、
周
辺
の
山
々
に
降
っ
た

雨
は
、
水
を
通
し
や
す
い
シ
ラ
ス

な
ど
の
地
層
へ
染
み
込
み
、
自
然

に
ろ
過
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
下
の
地
層
の
砂
粒
の
隙

間
に
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
水
が
蓄

え
ら
れ
、
あ
た
か
も
巨
大
な「
天
然

の
貯
水
槽
」の
よ
う
な
構
造
が
で
き

て
い
ま
す
。「
霧
島
の
大
地
の
地
下

深
く
は
、
お
盆
の
よ
う
な
構
造
に

な
っ
て
い
て
、
水
が
蓄
え
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
霧
島
は
自
然
の

営
み
が
奇
跡
的
に
重
な
っ
た
、
全

国
で
も
非
常
に
恵
ま
れ
た
素
晴
ら

し
い
地
域
で
す
」と
髙
嶋
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

「
一
般
的
な
湧
水
は
地
下
水
面
が

地
表
に
達
し
て
自
然
に
湧
き
出
す

た
め
、
雨
が
少
な
い
と
地
下
水
面

ネ
ラ
ル
も
含
み
、
味
わ
い
が
ま
ろ

や
か
な
の
も
霧
島
の
水
の
魅
力
の

一
つ
で
す
ね
」と
髙
嶋
さ
ん
は
続
け

ま
す
。

人
の
手
で
守
っ
て
い
く
水
道

豊
か
な
霧
島
の
水
で
す
が
、
こ

の
水
を
各
家
庭
な
ど
へ
届
け
る
た

め
に
は
、
多
く
の
施
設
や
設
備
が

必
要
で
す
。
山
間
部
に
あ
る
水
源

か
ら
配
水
池
を
経
由
し
、
街
中

を
網
の
目
の
よ
う
に
つ
な
い
で
各

家
庭
な
ど
へ
配
水
す
る
水
道
管
は
、

総
延
長
約
１
４
７
５
㌔
㍍
に
及
び

ま
す
。
こ
れ
は
、
新
幹
線
の
線
路

で
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
東
京
駅
ま

で
と
同
程
度
の
距
離
に
な
り
ま
す
。

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た

施
設
や
管
路
は
更
新
時
期
を
迎
え
、

併
せ
て
地
震
に
備
え
た
耐
震
化
も

急
が
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
で
は
、

導
水
管
の
被
災
に
よ
り
広
い
範
囲

で
断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。「
昨
年

の
豪
雨
で
、
当
た
り
前
に
使
え
て

い
た
水
が
突
然
止
ま
り
、
水
道
が

暮
ら
し
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
人
が
改

め
て
実
感
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
」と

髙
嶋
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

「
水
は
自
然
が
育
ん
で
く
れ
ま
す
。�

が
下
が
り
、
水
量
が
減
っ
た
り
枯

れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
一

方
霧
島
で
は
、
水
を
含
む
地
層
が

上
位
の
地
層
の
重
み
で
圧
力
を
受

け
る
こ
と
で
、
岩
な
ど
の
割
れ
目

な
ど
か
ら
噴
き
出
す
湧
水
が
多
く
、

水
量
が
安
定
し
て
い
る
た
め
、
水

道
水
源
と
し
て
利
用
で
き
る
大
き

な
強
み
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
続
け

ま
す
。

水
質
の
良
さ
も
霧
島
の
水
の
大

き
な
魅
力
で
す
。
河
川
水
を
水
源

と
す
る
多
く
の
水
道
で
は
、
濁
り

や
有
機
物
を
取
り
除
く
た
め
の
浄

水
処
理
が
必
要
で
す
が
、
霧
島
の

水
は
地
層
を
通
る
過
程
で
あ
る
程

度
自
然
に
ろ
過
さ
れ
る
た
め
、
大

規
模
な
浄
水
処
理
を
必
要
と
せ
ず
、

最
低
限
の
塩
素
消
毒
の
み
で
各

家
庭
な
ど
へ
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
火
山
性
の
地
層
を
通
る
過
程
で
ミ

そ
の
水
源
は
、
人
が
自
然
の
営
み

を
理
解
し
、
観
測
す
る
こ
と
に

よ
り
、
守
ら
れ
ま
す
。
そ
の
上
で
、

水
道
自
体
も
人
が
守
り
続
け
な
け

れ
ば
残
り
ま
せ
ん
」
と
髙
嶋
さ
ん

は
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。
自
然
が

育
ん
だ
良
質
な
水
を
各
家
庭
な
ど

へ
届
け
る
に
は
、
施
設
や
設
備
の

維
持
管
理
を
適
切
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。「
今
更
新
す
れ
ば
、
ま

た
数
十
年
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

料
金
改
定
は
、
未
来
へ
水
道
を
残

す
た
め
の
大
切
な
投
資
で
す
」と
話

し
ま
す
。

■

全
国
で
も
有
数
の
豊
か
な
水
資

源
に
恵
ま
れ
た
霧
島
。
そ
の
恵
み

を
未
来
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く

た
め
に
は
、
水
を
育
む
自
然
を
守

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
安
全
で
安

心
な
水
を
届
け
る
水
道
施
設
を
守

り
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
豊

か
な
水
と
、
そ
れ
を
支
え
る
水
道
。

そ
の
両
方
を
次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ

こ
と
が
、
今
、
私
た
ち
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

水大切にしよう、
霧島の

霧島山をはじめとする雄大な自然に育まれた、全国有数の豊かな水資源を
有する本市。一方で、水道施設の老朽化や耐震化への対応など、水道事業
を取り巻く環境は年々厳しさを増しています。

霧島山に雨が降る

配水池にためて皆さんの地域へ

きれいにして水道水に

地下水

湧水

配水池

第一工科大学工学部
環境エンジニアリング学科  教授
髙嶋 洋さん（61）

奥新川（霧島牧園）地区東西断面図
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入戸火砕流堆積物（シラスなど、水を通しやすい地層）

四万十層群（基盤岩類。水を通さない地層） 国分層群（基盤岩類。水を通さない地層）

姶良層

加久藤火砕流堆積物（水を含む地層）

断層

※南九州シラス地帯水理地質図（九州農政局1974）を基に作成。

水道料金改定の
詳細はこちら

築51年を迎え老朽化が進む台明寺配水池 宇都良配水池

多くの補修跡が目に入ります。平成21年度の耐震診断で、大規模地震には
耐えられない可能性が極めて高いとの判定を受けました。

耐震性に優れており、震災などで水源地からの水の供給が止まっても、国分
台明寺配水区内に約18時間給水を続けられる設計です。

新しい配水池で、これからも安心の水を
老朽化した配水池を更新し、耐震性・安定供給機能を向上。災害時にも強い水道インフラで、安定した水の供給を支え続けます。

水が止まった日

雨が地面に染み込む
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Topic of kir ishima city まちの話 題

絵
本うたい屋の山元全

まっとう
さんを招いた、家庭教育

学級「歌う絵本の会」が７月２日、国分南中学
校で開催。絵本に込められた思いなどを歌声ととも
に届け、保護者らは物語の世界に引き込まれました。

南
極との中継によるオンライン出張授業が６月25
日、全国の小学校を対象に開催。同授業に申し

込んだ中津川小学校では全児童15人が参加し、南極
での生活や日常に触れ、興味を持つ姿が見られました。

霧
島国際音楽祭を前に、まちなかコンサートが７
月５日、きりしま国分山形屋前で開催。プロ

の演奏家４人によるクラシック音楽が２演目奏でられ、
172人がその美しい歌声や曲の音色に酔いしれました。

待ちに待った肥薩線運行再開
地元住民の旗振りで乗客を歓迎

昨
年８月の豪雨災害で不通となっていた肥薩線（吉
松－隼人間）が７月12日、運行を再開。その喜

びを分かち合おうと、大隅横川駅から日当山駅まで
の各駅で、沿線の地元住民らが乗客に歓迎の旗を振
り、構内には歓喜の声があふれました。旗振りを企画
した大隅横川駅保存委員会の柿

かきのき
木邦治さん（57）は「当

初の６月末運行予定が延期になった時には心配したが、
再開できてうれしい。みんなの顔が生き生きしていて、
企画して良かったです」と満面の笑みを浮かべました。

市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。

南極の日常とつながる授業 守ろう、きれいな錦江湾

美しい音色、まちなかで絵本の世界を歌にのせて

錦
江湾の環境保全やごみ問題への意識高揚を図る

「錦江湾クリーンアップ作戦」が６月28日、国
分下井海岸で実施。36団体から842人が参加し、早
朝の心地よい風が吹く中1,170㎏のごみを集めました。

CIVIC NEWS
第22回
きりしま
美術大賞展

大作部門150点、小作品部門175点、ジュ
ニア部門2,852点、計3,177点の応募があり、
各部門の最高賞「きりしま大賞」６点を含む
特別賞126点、優秀賞18点、大作部門と小
作品部門の秀作賞10点、奨励賞10点、今
年新設のみらい賞10点、各部門の入選509
点が選ばれました。

ここではみらい賞以上の受賞者を紹介し
ます(敬称略)。作品は市ホームページに掲載
しています。

 

【
大
作
部
門
】

出
田
宝
蓮
、田
頭
慎
一
、池
田
裕
子
、仮
屋
園

洋
一（
以
上
霧
島
市
）、篠
原
尚
子
、日
置
誠
、前

村
卓
巨
、安
川
ス
ミ
エ
、上
釜
恵
美
子
、神
園
晃

士
朗
、永
田
智
子（
以
上
鹿
児
島
市
）、高
塚
苺

花
、橋
口
典
美
、海
老
原
め
ぐ
み（
以
上
日
置
市
）、

小
迫
妙
子
、牧
田
か
お
り
、赤
池
良
行（
以
上
曽

於
市
）、篠
原
榮
一（
鹿
屋
市
）、中
村
和
楽（
奄

美
市
）、坂
口
誠（
伊
佐
市
）、堀
佑
羽
菜
、岩
下

亮
子
、曽
木
隆
昌
、東
山
若
葉（
以
上
姶
良
市
）、

伊
集
院
正
、椎
俊
一
、清
水
弘
子
、丸
山
寿
子
、

二
見
千
恵
子
、
赤
木
克
子
、大
野
博
文
、黒
木

修
一（
以
上
宮
崎
市
）、加
藤
シ
ゲ
子（
小
林
市
）、

長
友
幸
子（
都
農
町
）、山
口
弥
桜
、岩
根
千
紗

（
以
上
大
津
町
）、亀
田
千
遥（
北
九
州
市
）、島

田
加
寿
子（
扶
桑
町
）、石
山
凌（
新
宿
区
）、矢
ヶ

部
昭
彦（
荒
川
区
）、笠
井
順
子（
町
田
市
）

【
小
作
品
部
門
】

宮
田
花
恋
、
谷
口
隆
、
須
下
広
光
、
土
寄

圭
子
、迫
水
心
音
、下
平
む
つ
み
、伊
地
知
和

枝
、
鶴
ケ
野
玲
子
、
坂
口
心
音（
以
上
霧
島

市
）、
靖
涯
、
原
田
旭
、
沖
倫
太
朗
、
児
玉
直

巳
、
東
香
織
、
片
下
由
紀
子
、野
間
ま
り
、
鶴

田
蓮
人（
以
上
鹿
児
島
市
）、山
元
洋
子
、坂
元

知
子
、川
南
響
湖（
以
上
湧
水
町
）、小
野
陽
愛�

（
鹿
屋
市
）、鶴
園
邦
弘（
姶
良
市
）、宮
城
博
範
、

椎
俊
一
、佐
藤
洋
子
、池
田
寿
枝
、
丸
山
寿
子

（
以
上
宮
崎
市
）、堀
喜
美
子（
小
林
市
）、小
野

星
、本
村
大
斗
、下
村
珀
、前
田
光
達（
以
上
み

や
き
町
）、吉
田
は
る
か
、平
川
凛
空
、藤
原
み
ゆ
、

玉
ノ
井
ち
ほ（
以
上
大
分
市
）、望
月
穂
乃
花（
臼

杵
市
）、岸
唯
南（
由
布
市
）、三
浦
悠
花（
日
出

町
）、是
永
昭
宏（
広
島
市
）、鉄
屋
克
浩（
寝
屋

川
市
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
】

●
幼
児
の
部（「
こ
」＝
認
定
こ
ど
も
園
）

か
り
や
し
う
、う
と
い
ず
き
、か
ん
の
ん
じ

そ
う
ま
、ま
え
だ
つ
か
さ
、う
ち
む
ら
し
ょ
う

き（
以
上
新
光
こ
）、う
え
く
ぼ
り
り
、お
お
く

ぼ
き
い
た
、い
わ
も
と
だ
い
ご（
以
上
ま
い
づ
る

こ
）、い
わ
し
た
は
る（
国
分
こ
）、ふ
じ
た
り
と

（
き
よ
み
ず
こ
）、た
か
き
は
る
と
、た
の
う
え
せ

い
り
ゅ
う
、の
む
ら
よ
し
と
、お
ば
ま
な
ぎ（
以

上
し
お
ん
こ
）、く
わ
ば
た
お
と
、き
た
か
ぜ
は

る
と（
以
上
な
か
よ
し
こ
）、た
け
の
う
ち
れ
ん

と（
重
久
保
）、や
ま
ぐ
ち
な
る（
国
分
敬
心
保
）、

し
ば
た
あ
ま
ね（
高
千
穂
わ
ら
べ
保
）、ふ
く
ち

え
ま（
こ
高
千
穂
幼
）、に
し
ゆ
う
た
ろ
う（
牧

園
保
）、た
な
か
ゆ
う
ま（
こ
ど
も
の
城
ク
ロ
ー

バ
ー
）、お
お
ぼ
こ
う
よ
う（
隼
人
高
千
穂
こ
）

●
小
学
校
低
学
年・高
学
年
の
部

山
ノ
下
千
愛
、時
任
泰
生（
以
上
国
分
北
小
）、

藤
田
音
葉
、深
水
瑠
莉（
以
上
青
葉
小
）、中
島

莉
愛（
木
原
小
）、宇
城
希
子
、森
藤
花
恵
、井

上
陽
翔
、菊
池
陽
樹
、西
野
譲
太
郎
、山
田
笑

瑚
、荒
田
栄
太
、壹
岐
日
奈
多（
以
上
国
分
小
）、

田
爪
陽
晴
、厚
地
大
翔（
以
上
向
花
小
）、
𠩤

煌
翔
、飯
川
俊
介
、寺
田
咲
花（
以
上
上
小
川

小
）、竹
内
希（
国
分
西
小
）、中
村
月
唯
、村
上

心
雪
、郡
山
幸
真（
以
上
国
分
南
小
）、西
川
原
一

翔
、水
元
結
理
人
、萩
元
謙
心
、南
田
夏
希
、窪

園
優
空
、海
江
田
智
紀（
以
上
天
降
川
小
）、田

代
隆
之
佑
、重
村
美
海
、中
野
鈴
音
、小
牟
田

恵
理（
以
上
陵
南
小
）、藏
園
太
智
、松
山
椛（
以

上
竹
子
小
）、廣
瀬
絵
未
花（
横
川
小
）、長
友
桜

叶（
持
松
小
）、岩
本
珠
雨（
霧
島
小
）、山
元
尚

志
、為
近
優
雄
、髙
田
璃
人
、福
永
光
織
、菊
野

結
菜（
以
上
富
隈
小
）、花
村
優
空
、重
永
椛（
以

上
宮
内
小
）、猿
渡
雷
桜
、林
咲
弥
香（
以
上
小

野
小
）

●
中
学
生
の
部

中
村
優
紀
乃（
国
分
中
）、稲
永
凛
、中
間
瑠

梨（
以
上
国
分
南
中
）、花
田
結
菜（
舞
鶴
中
）、

的
場
凜
音
那
、永
江
晟
真（
以
上
溝
辺
中
）、渡

辺
海
奈
、大
木
陽
詩（
以
上
霧
島
中
）、三
浦
由

紀
音
、岡
元
瑞
希
、竹
ノ
内
七
海
、𫝆
别
府
葵
、

前
田
姫
舞
、山
田
歩
心
、池
澤
信
太
朗
、中
園

紫
葵
、愛
場
沙
彩（
以
上
隼
人
中
）、神
﨑
直
樹
、

牧
田
空（
以
上
日
当
山
中
）、内
倉
怜
皇（
牧
之

原
特
別
支
援
学
校
中
学
部
）、内
徳
妃
茉
莉
、大

竹
野
岳
仁
、田
畑
美
雨（
以
上
鹿
児
島
第
一
中
）

�問＝きりしま美術大賞展実行委員会事務局（スポーツ・文化振興課内） 
☎（64）0710

きりしま美術大賞展 検索

きりしま
大賞
６点

きりしま大賞
ジュニア部門
（幼児の部）

『バスに乗って』
たかき はると
（しおんこ３歳未満）

きりしま大賞
ジュニア部門

（小学校低学年の部）

『がんばるしょうぼうしゃ』
花村 優空
（宮内小２年）

きりしま大賞
ジュニア部門

（小学校高学年の部）

『ねえねえ見て見て
とびばこ８だんとべたよ』

窪園 優空
（天降川小４年）

きりしま大賞
ジュニア部門
（中学生の部）

『15歳の私から、
あふれ出るアレコレ』

山田 歩心
（隼人中３年）

きりしま大賞  大作部門
『想』

島田 加寿子（扶桑町）

きりしま大賞  小作品部門
『二つの月』

鉄屋 克浩（寝屋川市）
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き り し ま 給 食 通 信 令和８年８月４日  vol.65

市では、食育の生きた教材となる学校給食を通して、食に関する正しい知識や食文化の継承、
自然の恵みなどを学ぶ取り組みを進めています。このコーナーでは、給食メニューをレシピとともに紹介します。

給
食
通
信

家
庭
で
楽
し
む

給食では全ての食材を加熱しているため、ドレッシングの酸味も和らぎまろやかな味わいになっていま
す。ドレッシングは、冷ましてから野菜と合わせましょう。

料理の
ポイント

茎わかめの食感が癖になります。

当日当日ののメニューメニュー

クロワッサン　牛乳
なすとトマトのスパゲティ

和風サラダ

国分北小学校６年２組の給食風景

青葉小学校 (国分北小学校 との親子方式調理場)
国分郡田315  ☎（45）6411
食数：690食

RECIPE 和風サラダ kcalkcal

1 人分

5050

作
り
方

材
料（
4
人
分
）

① �ブロッコリーは小房に分け、ダイ
コンとニンジンは千切りにする。

② �①と茎わかめをゆで、冷ましてお
く。

③ �調味料を全て混ぜて加熱し、冷ま
してドレッシングにする。

④ ②とコーンを③であえる。

ブロッコリー	 100g
ダイコン	 140g
ニンジン	 16g
乾燥茎わかめ	 2g

薄口しょうゆ	 大さじ1
砂糖	 小さじ1
はちみつ	 小さじ1
酢	 小さじ2
サラダ油	 小さじ2

コーン(缶詰)	 24g

季節の野菜で
自由にアレンジ 調

味
料

CIVIC NEWS

高
度
成
長
期
以
降
に
集
中
的
に

整
備
さ
れ
た
公
共
施
設
の
老
朽
化

が
進
み
、
一
斉
に
更
新
の
時
期
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
国
は
平
成
26

年
に
中
長
期
的
な
維
持
管
理
・
更

新
計
画
の
策
定
を
自
治
体
に
要
請

し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
本
市
で
は
平
成

27
年
に
公
共
施
設
管
理
計
画
を
策

定
。
そ
の
結
果
、
市
の
保
有
す
る

公
共
施
設
の
延
べ
床
面
積
は
、
人

口
規
模
が
類
似
す
る
他
の
自
治
体

よ
り
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
施
設
の
大
規
模
改
修
や
更
新

に
は
大
き
な
財
政
負
担
を
伴
う
こ

と
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

と
施
設
保
有
量
の
適
正
化
の
両
立

に
努
め
て
い
ま
す
。

「
売
却・
廃
止
」の
声
多
数

令
和
７
年
に
実
施
し
た
市
民
意

識
調
査
で
は
、
利
用
さ
れ
て
い
な

い
財
産
や
利
用
率
の
低
い
財
産
、

い
わ
ゆ
る「
未
利
用
財
産
」
を「
積

極
的
に
売
却
・
賃
貸
」ま
た
は「
廃

止
や
統
合
」
す
べ
き
か
と
の
設
問

で
、
回
答
者
の
約
９
割
が
賛
成
し

て
い
ま
す
。

市
で
は
そ
の
よ
う
な
声
に
応
え

る
た
め
、
８
月
か
ら
未
利
用
財
産

の
売
却
情
報
な
ど
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
集
約
・
公
開
し
ま
し
た
。

市
営
住
宅
や
廃
校
、
旧
庁
舎
な

ど
、
個
人
か
ら
企
業
ま
で
活
用
可

能
な
物
件
を
数
多
く
掲
載
し
て
い

ま
す
。

す
ぐ
に
購
入
可
能
な
物
件
は
、

一
般
競
争
入
札
や
随
時
売
却（
先

着
順
）と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
売
却
準
備
中
の
物
件
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎�

�問・�申
＝
財
産
管
理
課
☎（
64
）０

８
５
０

物件名 国分中央高校実習田跡地 溝辺総合支所旧庁舎
地　番 国分向花28 溝辺町有川341、289-1

土地（地目） 8,106㎡（田） 10,470㎡（宅地）
建　物 なし（水道埋設あり） 2,165㎡（RC造、築46年）

用途地域 第１種中高層住宅専用地域 なし

条　件
・�原形有姿で売却
・�宅地開発の場合、接道など

の設置を要する場合あり

・�原形有姿で売却
・�耐震診断済み、耐震補強なし
・�アスベスト調査なし

⃝申込方法=市ホームページの申し込みフォームから
⃝申込期限= ９月８日（火）
※本調査への参加は売却公募時の評価に影響しません。
※対話内容は承諾なく公表しません。

大型物件のサウンディング調査、参加者募集中
　以下の物件について、企業などから活用アイデアなどを聞き取り、売却準備
の参考とします。詳細は市ホームページをご覧ください。

国分中央高校実習田跡地 溝辺総合支所旧庁舎

未利用財産の
売却情報
市ホームページに集約公開

実施すべき

どちらかといえば
実施すべき

どちらかといえば
実施すべきでない

実施すべきでない

計画策定に伴う市民意識調査（令和7年実施）

0 10 20 30 40 50 60
（％）

あまり利用されていない施設などの廃止や複数の施設を統合する
利用されていない施設などは、積極的に売却・賃貸する

市ホームページはこちら

約9割
が賛成

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
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有
給
休
暇
の
取
得
を
促
進
し
、
職
員
全

員
が
参
加
で
き
る
慰
安
旅
行
を
実
施
す
る
な

ど
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
す

る
同
病
院
。
乳
が
ん
検
診
な
ど
の
検
査
費
用

を
一
部
補
助
す
る
と
い
っ
た
福
利
厚
生
に
も

力
を
入
れ
、
職
員
の
健
康
も
支
え
ま
す
。

こ
こ
で
、
作
業
療
法
士
と
し
て
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
を
主
に
行
う
の
が
、
入
社
３
年
目
の
村

岡
優
美
さ
ん（
35
）で
す
。
千
葉
県
で
就
職
後
、

故
郷
に
戻
り
、
大
学
時
代
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

入
社
。
村
岡
さ
ん
は「
こ
の
病
院
は
、
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
る
市
内
で
数
少
な
い

病
院
の
一
つ
。
退
院
後
も
医
師
が
訪
問
診
療

を
行
う
な
ど
、
在
宅
医
療
に
も
力
を
入
れ
る

姿
勢
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見

せ
ま
す
。

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
、
利
用
者
さ
ま
の
や
り
た
い
こ
と
に
耳
を

傾
け
、
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
を
一
緒
に
考

え
る
こ
と
。
例
え
ば
、
料
理
が
好
き
な
利
用

者
さ
ま
に
は『
家
族
の
た
め
に
ケ
ー
キ
を
作

る
こ
と
』
を
目
標
に
設
定
し
ま
す
。
そ
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
料
理
を
作
る
こ
と

を
日
課
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
本
人
の
や

る
気
や
生
き
が
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。
成
功

し
た
と
き
は『
利
用
し
て
よ
か
っ
た
』
と
い
っ

て
も
ら
え
る
の
が
一
番
の
や
り
が
い
で
す

ね
」
と
目
を
輝
か
せ
る
村
岡
さ
ん
は
、
今
日

も
利
用
者
の
心
に
寄
り
添
っ
た
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
に
汗
を
流
し
ま
す
。

心
と
心
の
ふ
れ
合
い
」
を
基
本
理
念
に

掲
げ
、
市
内
に
五
つ
の
事
業
所
を

運
営
す
る
医
療
法
人
松
城
会
。
そ
の
一
つ

が
、
隼
人
町
姫
城
に
あ
る
隼
人
温
泉
病
院
で

す
。「
外
来
の
診
療
だ
け
で
な
く
、
自
宅
や
介

護
施
設
な
ど
へ
の
復
帰
に
向
け
た
医
療
や
リ

ハ
ビ
リ
か
ら
、
そ
の
後
の
訪
問
診
療
や
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
ま
で
、
患
者
さ
ま
の
状
況
に
応
じ

て
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

同
病
院
事
務
長
の
有
島
純
一
郎
さ
ん
で
す
。

「
市
内
の
多
く
の
介
護
施
設
と
提
携
し
、
利

用
者
さ
ま
や
そ
の
ご
家
族
が
安
心
で
き
る
よ

う
、
い
ざ
と
い
う
時
に
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と
が

強
み
で
す
」と
有
島
さ
ん
は
力
を
込
め
ま
す
。

24 123
222

321

420

519

618

717

816

915

1014
1113 12

睡眠

1日の
タイム
テーブル

勤務
勤務

夕食

入浴 読書

朝食、
出勤準備

就寝準備、
ストレッチ

退勤
出勤

昼食

家事、夕食準備
ランニング

隼人町姫城1-264-2  ☎（42）2151
医療法人松城会　隼人温泉病院
https://hayato-onsen.jp/ 隼人温泉病院 検索

取材協力企業

市ホームページで、
このコーナーの
バックナンバー
をご覧いただけ
ます。

À
ア

 L
ラ

A M
ミ ニ ッ ツ

INUTE
⃝�場所＝霧島田口2023
⃝��営業時間＝午前11時～午後５時30分
⃝�定休日＝火、水曜
�問＝À LA MINUTE

霧島市にはたくさんの企業があり、そこで多くの若者が生き生きと働いています。

このコーナーでは、そんな企業や若者の暮らしを紹介します。

第89回は、医療法人松城会隼人温泉病院の村岡優美さん(35)です。

就職を控える皆さん、ぜひ霧島市で働き・暮らすという未来を描いてみませんか。

ワーク

vol.89

お薦め

代表者：岩城　政秋
創　業：昭和41年５月
平均年齢：41.8歳
初任給：�19.3万円
月平均残業時間：11.8時間

従業員数（男／女）：310人（80人／ 230人）
有給休暇の平均取得日数：15.5日／年
育児休業取得者数（男／女）：９人（１人／８人）
採用実績（新卒／中途）：34人（４人／ 30人）
勤務時間：�８時間／１日、午前８時～午後５時（年間休日115日）

会
社
概
要

利用者に寄り添い、地域に根差した医療を提供。

とても優しく、
相談しやすい

職場です。

趣 味の登山の帰りによく立ち寄るのが、「À
ア

 
L

ラ

A M
ミ ニ ッ ツ

INUTE」。白い外観の建物が目印
で、店内に入ると、スイーツの甘い香りに食欲
がそそられます。

この店のお薦めはシュークリーム。シューク
リームは、注文を受けてからシュー生地にク
リームを詰め、中のクリームと外側のサクサク
生地との相性が抜群です。中でも私のお気に
入りは「王道バニラ」。たっぷり入ったカスタード
クリームは甘すぎず、滑らかなクリームが特徴
で、軽くペロリと食べられます。シフォンケー
キもあるため、手土産としてもお薦めですよ。

休日には行列ができるほど大人気の「À LA 
MINUTE」。なくなり次第終了なので、早い時
間の来店がお勧めです。

医
療
法
人
松
城
会  

隼
人
温
泉
病
院

作
業
療
法
士

村
岡 

優
美
さ
ん（
35
）

国
分
出
身
。
鹿
児
島
大
学
医
学
部
保
健
学
科
卒
業
。
令
和

６
年
入
社
。
趣
味
は
バ
イ
ク
、
登
山
、
旅
行
、
読
書
、
ギ

タ
ー
。
特
技
は
片
付
け
、
料
理
。
隼
人
町
在
住
。

わたしのお薦めスポット

店舗情報や
問い合わせは
こちらから

ON OFF
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SMILE KIDS ３歳までの子どもを紹介します。８月生まれのみんな、ハッピーバースデー♪

投稿募集中!
９月号に掲載する子ども
の写真を募集しています。
下の二次元コードからご
応募ください。応募多数
の場合は抽選です。
⃝�対象＝令和５年～７年の
９月生まれの子ども
（住民票が霧島市）
⃝�応募期限＝８月25日（火）

➡�応募は
　こちらから保護者：崇覚さん

国分

3歳

保護者：瞳さん

国分

保護者：佳奈さん

国分

3歳

保護者：美優さん

国分

3歳 3歳

問＝秘書広報課  ☎（64）0955

引
ひき

地
ち

 玲
れ

愛
あ

ちゃん 四
よつ

本
もと

 望
み

來
らい

ちゃん佐
さ

々
さ

木
き

 泰
たい

志
し

ちゃん山
やま

下
した

 陽
お

士
と

ちゃん

て てくく

くくぱ ぱ

楽しい育児をサポートする
コーナーです。子どもと一
緒に出かけたい場所や育児
に役立つ情報などを紹介し
ます。

vol.
62

育児を楽しもう

娘 が０歳の頃からほとんど毎月参加
しています。

家では季節の行事をゆっくり楽しむ余
裕がなかなかありませんが、ここで七夕
やクリスマスなどさまざまな季節のイベ
ントを体験できて、娘と一緒に季節を感

じることができています。
育休中は日中娘と2人で過ごすことが

多かった私にとって、スタッフの皆さんや
他の保護者と交流できるこの時間は月に
一度の楽しみで、気持ちをリフレッシュで
きるかけがえのない時間になっています。

歩き始めるのも少しゆったりペースな
娘ですが、経験豊富なスタッフさんたち
から「美柚ちゃんのペースで大丈夫」と声
をかけてもらえて安心します。たくさん
の人に成長を見守ってもらえる温かさも、
まきっこクラブの魅力ですね。

スタッフから一言／子育ての悩みや日頃の出来事など、他の参加者やスタッフとたくさんお話し
しながらリフレッシュしませんか。多くのスタッフが子どもを見守るので、安心して過ごすことが
できますよ。スタッフも、子どもとの触れ合いを楽しみにしています。お気軽にお越しください。

親子で楽しむわらべ歌 ゆっくり話せる座談会

七夕飾りを作りました

牧園町宿窪田813-11  牧園農村活性化センター
問＝牧園総合支所地域振興課 ☎(76)2701

地域のサロン
牧園子育てサロン「まきっこくらぶ」

参加料＝無料　牧園地区以外の人も利用できます。

開設時間=原則第１土曜　午前10時～ 11時45分
※５月は第３土曜のみ開設。４・８・１月は休み。
対象=未就学児から小学校低学年までの児童と保護者

紹
介
者

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
っ
て
も
ら
え
ま
す
。 柿

かきのき
木 美咲さん（34）　牧園町在住

美
み

柚
ゆ

ちゃん（2）

生きていく上で欠かすことができない「食」を未来につなぐ、私たちのまちの新規就農者や農業後継者などを紹介します。

霧島の農業をミライへ

福
山
町
福
山
の
観
光
農
園
で
、

大
好
き
な
ブ
ド
ウ
を
育
て

る
の
が
倉
野
愛
さ
ん
で
す
。
家
族

で
ブ
ド
ウ
狩
り
を
楽
し
ん
だ
、
思

い
出
の
観
光
農
園
が
事
業
を
廃
止

す
る
と
知
り「
こ
の
農
園
を
引
き
継

ぎ
た
い
」と
一
念
発
起
し
て
、
ブ
ド

ウ
作
り
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

引
き
継
い
で
か
ら
は
、
全
て
が

手
探
り
。
ブ
ド
ウ
作
り
は
想
像
以

上
に
奥
深
く
、
他
の
観
光
農
園
の

先
輩
た
ち
に
教
わ
り
な
が
ら
、
生

育
に
励
み
ま
す
。「
作
業
が
間
に
合

わ
ず
適
期
に
遅
れ
、
理
想
の
品
質

に
な
ら
な
い
ブ
ド
ウ
も
あ
り
ま
し

た
」と
倉
野
さ
ん
は
失
敗
を
振
り
返

り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
大
切
に
し
て

い
る
の
は『
作
業
を
焦
ら
ず
、
妥
協

し
な
い
こ
と
』。
葉
や
枝
、
粒
の
状

態
を
観
察
し
、
疑
問
が
あ
れ
ば
徹

底
的
に
調
べ
る
日
々
を
送
り
ま
す
。

「
一
つ
の
ミ
ス
が
そ
の
後
の
生
育
に

響
き
ま
す
。
全
工
程
に
納
得
が
い

く
ま
で
丁
寧
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

お
い
し
い
ブ
ド
ウ
作
り
に
つ
な
が

る
」と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

「
昨
年
の
ブ
ド
ウ
を『
綿
あ
め
み

た
い
に
甘
い
』と
褒
め
て
も
ら
え
た

こ
と
が
う
れ
し
く
て
。
今
年
も
お

い
し
い
ブ
ド
ウ
を
届
け
ら
れ
る
よ

う
に
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
」

倉野 愛さん   国分出身、国分在住。
就農２年目。くらの農園代表。
営農類型：果樹   経営作目：ブドウ   営農面積：12a

福山町の見晴らしの良い海岸線を望む『くらの

農園』は、農園隣の川のせせらぎに涼を感じられ

る、倉野さんお気に入りの場所。「この川が夜の

気温を下げ、日中との寒暖差を生むことで、ブド

ウのさらなる甘みが引き出されます」と倉野さんは

話します。

そんなブドウは同農園の直売とブドウ狩りのほ

か、国分じょうもん市場でも購入できます。農園

では時季ごとに旬の品種を楽しめる試食もでき

るので、お気に入りのブドウを見つけてみては。

大好きな福山で育てたブドウです

次
世
代 

農

家 

探
訪

vol.
21

くらの農園
インスタグラムは
こちら

ブドウ狩りの
予約や
問い合わせは
こちらから

桷
か く い だ

志田

国分IC↑

↓ 垂水市
魚
うお

cafe

黒酢の杜
もり

山元釣具店

入れません

くらの農園

220

食べること遊ぶことが
大好きなれあ
大好きだよ！

これからも
いっぱい食べて

すくすく大きくなってね♥

食いしん坊なたいし♪
たくさん食べて
大きくなってね♥

これからも元気いっぱい
たくさん遊んで
大きくなってね！
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そ
れ
ま
で
重
か
っ
た
口
を
開
い
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。ペ
ー

ジ
を
め
く
る
う
ち
に
表
情
が
和
ら
ぎ
、
気
付
け
ば
自
然
と
会
話

が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
絵
本
が
持
つ
温
か
さ
は
、
誰

の
心
に
も
そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
く
れ
ま
す
」と
目
を
細
め
ま
す
。

そ
ん
な
絵
本
堂
か
ら
広
が
っ
た
の
は
、
訪
れ
る
人
の
世
界
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
絵
本
を
読
み
に
来
て
く
れ
た
あ

る
保
護
者
か
ら『
う
ち
の
子
は
文
字
を
読
む
の
が
苦
手
』と
聞
い

て
、
は
っ
と
し
ま
し
た
。
私
は
、
誰
も
が
文
字
を
読
め
る
も
の

だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
ん
で
す
」と
、
自
身
を
顧
み
る
藤
原
さ

ん
。
そ
の
気
付
き
か
ら
、
見
る
だ
け
で
楽
し
め
る
図
鑑
も
並
べ

た
り
、
特
性
に
合
っ
た
支
援
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
創

作
し
た
作
品
展
も
開
い
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
知
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
誰
か
の
存
在
を
見
え
な
く
し
て
し
ま
う

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
絵
本
堂
は
訪
れ
る
人
だ
け
で
な
く
、
私

の
世
界
も
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

「
訪
れ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
寄
り
添
う

１
冊
と
出
会
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
願
う
藤
原
さ
ん
。

今
日
も
絵
本
堂
で
は
、
１
冊
の
物
語
が
新
た
な
出
会
い
を
静
か

に
待
っ
て
い
ま
す
。

Vol.212
THE SCENE

霧島に生きる

絵
本
に
は『
あ
な
た
は
あ
な
た
で
い
い
』と
い
う
、
い
の

ち
へ
の
敬
い
が
流
れ
て
い
る
ん
で
す
」と
ほ
ほ
笑
む

の
は
、
国
分
敷
根
の
法
円
寺
で「
絵
本
堂
」を
開
く
住
職
、
藤
原

徹
さ
ん（
54
）で
す
。
堂
内
に
は
子
ど
も
向
け
だ
け
で
な
く
、
命

や
多
様
性
、
社
会
問
題
を
描
い
た
作
品
な
ど
、
テ
ー
マ
ご
と
に

分
類
さ
れ
た
約
７
０
０
冊
の
絵
本
が
並
び
ま
す
。「
絵
本
は
子
ど

も
だ
け
で
な
く
、
誰
に
と
っ
て
も
自
分
を
大
切
に
思
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
も
の
な
ん
で
す
」と
藤
原
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

住
職
に
な
っ
て
か
ら
、
法
事
の
説
法
と
し
て
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で『
仕
事
の
道
具
』と
し

て
の
絵
本
で
し
た
。「
仕
事
で
絵
本
と
向
き
合
う
自
分
が
い
る

一
方
で
、
純
粋
に
絵
本
を
楽
し
み
た
い
、
読
み
手
と
し
て
の
自

分
は
何
を
感
じ
る
の
だ
ろ
う
と
、
ふ
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
振

り
返
る
藤
原
さ
ん
。「
そ
う
し
て
１
冊
、
ま
た
１
冊
と
絵
本
を

読
み
進
め
る
う
ち
に
、
作
品
ご
と
に
描
か
れ
る
物
語
は
違
っ
て

も
、
そ
の
根
底
に
は『
あ
な
た
は
あ
な
た
の
ま
ま
で
い
い
』と
い

う
、
い
の
ち
へ
の
敬
い
が
流
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

そ
の
温
か
さ
を
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
に
も
届
け
た
い
、
と

い
う
思
い
か
ら
絵
本
堂
を
始
め
ま
し
た
」と
続
け
ま
す
。

堂
内
で
は
、
子
ど
も
も
大
人
も
自
分
の
心
が
自
然
と
引
か

れ
る
１
冊
を
選
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
、
表
紙
が
見
え
る

よ
う
に
本
を
並
べ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
に
は『
自
分
で
選
ぶ
』と

い
う
経
験
に
、
大
人
に
は
自
身
を
見
つ
め
直
す
１
冊
に
出
会
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
藤
原
さ
ん
は
願
い
を
込
め
ま
す
。「
寺
に

は
悲
し
い
出
来
事
を
抱
え
た
人
も
訪
れ
ま
す
。
絵
本
を
読
ん
で
、

広報きりしま  14

法円寺「絵本堂」
⃝�開放時間＝藤原さんがいる時間

のみ（訪問前に要電話）
⃝�場所＝国分敷根1104
問＝法円寺  ☎(45)0835

※�「
図
鑑
の
魅
せ
る
世
界
」を
８
月
末
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

絵本堂の公式
インスタグラムは

こちら

個展を開催した、牧之原特別支援学校小学部５年の渕葉之介君の作品

絵本が並ぶ堂内

絵
本
が
開
く
、

新
た
な
世
界

藤
原 

徹
さ
ん（
54
）

国
分
出
身
。
読
み
た
い
絵
本
の
イ
メ
ー
ジ

を
伝
え
る
と
、
お
薦
め
を
教
え
て
く
れ
る
。

国
分
在
住
。
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老
朽
危
険
空
き
家
の

解
体
撤
去
補
助
金（
後
期
）

⃝
�

主
な
条
件

◦�

保
安
上
著
し
く
危
険
な
状
態
に

あ
る
空
き
家（
要
事
前
調
査
）

◦�

市
内
の
解
体
工
事
業
者
が
施
工

す
る
こ
と

◦�

原
則
、
令
和
９
年
２
月
26
日
ま

で
に
事
業
が
完
了
す
る
こ
と

◦�

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⃝
�

対
象
＝
条
件
に
該
当
す
る
建
築

物
の
所
有
者
や
相
続
関
係
者
な

ど

◎�

�問・�申
＝
建
築
指
導
課
☎（
64
）０

９
５
４

家
族
介
護
者
交
流
会

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ

家
族
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
人

同
士
で
、
介
護
に
対
す
る
情
報
交

換
や
日
頃
の
悩
み
、
不
安
や
喜
び

な
ど
を
語
り
合
い
ま
す
。（
申
し

込
み
不
要
、
入
退
場
自
由
）

⃝
�

期
日
＝
８
月
28
日（
金
）、10
月�

23
日（
金
）、12
月
10
日（
木
）、２

月
25
日（
木
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

ど
も
が
明
る
く
健
や
か
に
成
長
し

て
い
く
た
め
に
は
、
温
か
い
家
庭

が
大
切
で
す
。

子
ど
も
の
養
育
に
理
解
と
熱
意
、

豊
か
な
愛
情
が
あ
る
人
を
里
親
と

し
て
登
録
し
、
子
ど
も
の
養
育
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
里
親
に
な

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
人
は
参

加
く
だ
さ
い
。（
申
し
込
み
不
要
）

⃝
�

日
時
＝
９
月
４
日（
金
）午
後
６

時
～
７
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
中
会
議
室

◎�

�問
＝
児
童
養
護
施
設
若
葉
学
園

☎（
65
）４
３
１
３

⃝
�

補
助
額
＝
費
用
の
３
分
の
１
以

内

⃝
�

限
度
額
＝
住
宅
30
万
円
、
非
住

宅
20
万
円

⃝
�

申
込
期
間
＝
８
月
20
日（
木
）～

９
月
15
日（
火
）午
後
５
時

⃝
�

抽
選
日
時
＝
９
月
18
日（
金
）午

後
２
時
か
ら

※�

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝
�

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン
タ�

ー
教
養
娯
楽
室

⃝
�

対
象
＝
家
族
な
ど
を
介
護
し
て

い
る
人

※�

介
護
が
必
要
な
人
や
子
ど
も
と

参
加
で
き
ま
す
。

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

◎�

�問
＝
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ 

ー
☎（
48
）７
９
７
９

里
親
制
度
説
明
会

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
自

分
の
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
子

お
知
ら
せ

昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害

支
援
金
な
ど
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
で
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
の
生
活
再
建
を
支

援
す
る
た
め
、
各
支
援
金
・
見
舞

金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
の
世
帯
に
は
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
が
お

済
み
で
な
い
人
は
、
期
限
内
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
�

申
請
期
限
＝
９
月
６
日（
日
）消

印
有
効

◎�

�問
＝
地
域
福
祉
課
☎（
64
）０
９

０
２

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

◦�

８
月
31
日（
月
）本
会
議
初
日（
開

会
、
議
案
上
程
、
提
案
説
明
）

◦�

９
月
８
日（
火
）本
会
議（
質
疑
、

議
案
処
理
、
一
般
質
問
）

◦�

９
月
９
日（
水
）～
11
日（
金
）本

会
議（
一
般
質
問
）

◦�

10
月
２
日（
金
）本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、
採
決
、
閉
会
）

※�

開
会
は
午
前
10
時
。
日
程
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

⃝
�

対
象
＝
15
歳
以
上
で
霧
島
市
や

姶
良
市
、
湧
水
町
に
在
住
の
人

（
中
学
生
を
除
く
）

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

【
共
通
事
項
】

⃝
�

場
所
＝
丸
岡
さ
く
ら
館（
横
川

町
上
ノ
３
５
９
０
－
９
）

◎�

�問
＝
地
域
福
祉
課
☎（
55
）４
０

３
８

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
よ
う

地
域
の
住
民
同
士
で
ボ
ラ
ン
テ�

ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
連
帯
意
識

を
高
め
、
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
ふ
れ
あ

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」。
毎
年

９
月
の
第
１
日
曜
に
、
各
地
区
自

治
公
民
館
が
実
施
す
る
の
で
、
多

く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
原
則
と
し
て
、
９
月
６

日（
日
）の
２
時
間
程
度

※�

詳
細
は
、
各
地
区
自
治
公
民
館

が
実
情
に
合
わ
せ
て
設
定
。

⃝
�

内
容
＝
地
域
内
の
道
路
・
公
共

施
設
・
神
社
な
ど
の
清
掃
や
ご

み
拾
い
、
花
壇
の
手
入
れ
、
独

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
訪
問
な

ど
◎�

�問
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎（
64
）

０
９
２
４

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
放
送
さ

れ
、
過
去
の
一
般
質
問
は
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

◎�

�問
＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）０
９

２
２

今
の
気
持
ち
や
状
況
を

整
理
し
て
み
ま
せ
ん
か

■
相
談
会

市
に
在
住
し
、
ひ
き
こ
も
り
状

態
に
あ
る
本
人
や
そ
の
家
族
、
周

囲
の
人
な
ど
を
対
象
に
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
８
月
21
日（
金
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
か
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
18
日（
火
）

※�

電
話
で
の
申
し
込
み
は
８
月
20

日（
木
）ま
で
。

■
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
り
、
社

会
参
加
に
向
け
て
踏
み
出
し
た
い

人
を
対
象
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

開
催
し
ま
す
。（
申
し
込
み
不
要
）

⃝
�

日
時
＝
８
月
21
日（
金
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

市ホームページは
こちら

申し込み
フォームはこちら

※当日の天候などによって、時間・場所が変更になる場合があります。詳細は市ホームページをご確認ください。

対象者には、10月中にはがきで案内します。現在、市に住民登録がない出身者や登録地区以外の式典に参加を希望する人、身体的理由
などでサポートを必要とする人は、12月１日（火）までに参加希望地区の担当課へご連絡ください。
⃝�対象＝平成18年４月２日～平成19年４月１日に生まれた人で、霧島市に住民登録がある人か出身者
※開催運営に携わる実行委員を募集しています。興味がある人は、各地区担当課へご連絡ください。

二
は　た　ち

十歳の祝典を各地区で開催します

日　　　　時 地 区 会　　　　場 担当課（問い合わせ先）

1
月
3
日（
日
）

10：00
（受付＝9：30から）

溝　辺 溝辺公民館（みそめ館） 溝辺総合支所地域振興課  ☎（59）3115

横　川 JR大隅横川駅 横川総合支所地域振興課  ☎（72）0582

牧　園 牧園総合支所 牧園総合支所地域振興課  ☎（76）2701

1
月
5
日（
火
）

13：00
（受付＝12：30から）

国　分
桷
か く い だ

志田体育館 社会教育課  ☎（64）0708
隼　人

11：00
（受付＝10：30から） 霧　島 霧島公民館（旧霧島保健センター） 霧島総合支所地域振興課  ☎（57）1181

10：00
（受付＝9：30から） 福　山 福山活性化センター 福山総合支所地域振興課  ☎（56）2012

令和
９年

市教育委員会では、市内に住民票がある人の子どもで高校、高専・
専門学校、短大・大学、大学院に在学・進学（予定）し、人物が優秀で
学習意欲があり、学費の支払いが困難な人に対して奨学金を貸与します。
※�原則、国や県など他の奨学金と併用はできません。（国の給付型奨学金を

除く）
⃝�貸与月額＝高校など／１万８千円、大学など／４万４千～６万４千

円、大学院／８万７千円
※�全て無利子。大学などの貸与月額は、国の奨学金・第一種（無利子）と同額

です。
⃝�貸与期間＝当該学校の正規の修業期間
⃝�返還＝卒業の翌月から起算して１年後から、高校などは８年間、大

学などは10年間、大学院は２カ年課程が10年間、３カ年課程が15
年間で月賦、半年賦か年賦で、原則、貸与額を全額返還

⃝�申込期間＝９月１日（火）～10月30日（金）
⃝�返還免除制度＝「霧島ふるさと愛」若者応援事業として、高校以外

の市奨学金の貸与を受けた人で卒業後、市内居住・
県内就業など一定の条件を満たした場合、市奨学
金の返還を免除

※詳細は、問い合わせるか市ホームページをご覧ください。
�問・�申＝教育総務課  ☎（64）0706、

各総合支所地域振興課

市消費生活センターに、分電盤
の点検商法の相談が相次いで寄せ
られています。分電盤が古く、地
震の時に火事になるなど、不安を
あおられてもその場で契約しない
ようにしましょう。

家庭用電気設備の法定点検は４
年に１回実施され、必ず事前に通
知されます。登録調査機関の調査
員が訪問しますが、点検後に契約
を求めることはありません。

分電盤に限らず、点検を持ちかける突然の電話や訪問には注意しま
しょう。

特定商取引法上の訪問販売に該当する場合は、契約書面を受け取っ
た日から８日以内であればクーリング・オフが可能です。困ったとき
は、市消費生活センターに相談ください。

�問＝消費者ホットライン ☎188、市消費生活センター ☎(64)0964

令
和
９
年
度
霧
島
市
奨
学
生

未
来
の
た
め
に

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す

不安をあおる
勧誘に注意しましょう

故障

市ホームページは
こちら

※ ＝問い合わせ先　 ＝申込先 ＝提出先提 K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
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鹿
児
島
高
専
を
一
緒
に
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

⃝
�

日
時
＝
10
月
４
日（
日
）午
後
０

時
15
分
～
５
時
30
分（
開
場
＝

午
前
11
時
30
分
）

⃝
�

場
所
＝
ユ
ピ
テ
ル
ア
リ
ー
ナ
霧

島（
牧
園
ア
リ
ー
ナ
）

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
鹿
児
島
高
専
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
31
日（
月
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
高
専
学
生
課（
高

専
ロ
ボ
コ
ン
九
州
沖
縄
地
区
大

会
事
務
局
）☎（
42
）９
０
１
５

第
一
工
科
大
学
公
開
講
座

■
無
人
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）

⃝
�

日
時
＝
９
月
５
日（
土
）午
前
10

時
～
11
時

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
29
日（
土
）

◎�

�問
＝
第
一
工
科
大
学
社
会
・
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
☎（
45
）０
６

４
０

浜
田
到
顕
彰

き
り
し
ま
短
歌
大
会

市
出
身
の
歌
人
・
浜
田
到
を
顕

彰
す
る
短
歌
大
会
に
応
募
し
ま
せ

ん
か
。

⃝
�

対
象
／
出
詠
料
／
応
募
点
数

◦�

一
般
の
部
＝
成
人
・
大
学
生
／

１
首
千
円
／
１
人
３
首
ま
で

◦�

学
生
の
部
＝
小
中
高
生
／
無
料

／
１
人
１
首

※
大
学
生
は
無
料
。

⃝
�

応
募
方
法
＝
応
募
用
紙（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
記
入
し
郵
送
か
メ
ー
ル
、

応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら

⃝
�

応
募
期
限
＝
９
月
30
日（
水
）

◎�

�問・�申
＝
浜
田
到
顕
彰
き
り
し

ま
短
歌
大
会
事
務
局【
児
玉
】☎

０
８
０（
３
３
７
０
）６
０
３
７
、

〒
８
９
９
－
４
４
６
１
国
分
上

之
段
２
０
０
１
－
３
、
メ
ー
ル

hikodam
a@

po.synapse.
ne.jp

◎�

�問
＝
市
な
ぎ
な
た
連
盟【
川
畑
】

☎
０
９
０（
８
３
９
１
）８
１
２

８
上
野
原
縄
文
の
森

イ
ベ
ン
ト

■
上
野
原
縄
文
の
森
企
画
展

新
発
見
！
か
ご
し
ま
の
遺
跡
２

０
２
６
～
発
掘
調
査
速
報
展
～

下し
も

城じ
ょ
う

跡（
姶
良
市
）の
出
土
品
と

い
っ
た
、
最
新
の
発
掘
調
査
成
果

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
11
月
８
日（
日
）ま
で

⃝
�

場
所
＝
上
野
原
縄
文
の
森
展
示

館
企
画
展
示
室

⃝
�

入
場
料
＝
大
人
３
２
０
円
、
高

校
・
大
学
生
２
１
０
円
、
小
中

学
生
１
５
０
円

※�

20
人
以
上
で
団
体
割
引
あ
り
。

県
内
在
住
の
70
歳
以
上
は
無
料
。

県
内
在
住
の
小
中
高
生
は
土
日

･

祝
日
に
限
り
無
料
。（
い
ず
れ

も
年
齢
な
ど
が
確
認
で
き
る
書

類
を
持
参
）

■
企
画
展
講
演
会

⃝
�

期
日
＝
９
月
５
日（
土
）、
10
月

３
日（
土
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
上
野
原
縄
文
の
森
展
示

館
多
目
的
ル
ー
ム

⃝
�

定
員
＝
各
先
着
50
人

⃝
�

参
加
料
＝
１
０
０
円（
別
途
、入

場
料
が
必
要
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
各
開
催
日
の
前
日

■
考
古
学
講
座

は
じ
め
て
の
考
古
学
入
門

～
南
の
島
の
考
古
学
～

県
内
の
離
島
に
は
、
魅
力
あ
る

遺
跡
が
多
く
あ
り
、
そ
の
中
で
も

喜
界
島
に
焦
点
を
当
て
、
島
の
人

の
暮
ら
し
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
８
月
22
日（
土
）午
前
10

時
～
11
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
上
野
原
縄
文
の
森
展
示

館
多
目
的
ル
ー
ム

⃝
�

講
師
＝
小
野
恭
一
さ
ん（
県
教

育
庁
文
化
財
課
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
50
人

⃝
�

参
加
料
＝
１
０
０
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
15
日（
土
）

◎�

�問・�申
＝
上
野
原
縄
文
の
森
☎

（
48
）５
７
０
１

高
専
ロ
ボ
コ
ン
２
０
２
６

九
州
沖
縄
地
区
大
会

高
専
の
学
生
が
、
ア
イ
デ
ア
と

技
術
を
駆
使
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
製

作
し
た
成
果
を
競
い
ま
す
。
地
元

※ ＝問い合わせ先　 ＝申込先 ＝提出先提

募
　
集

メ
ディ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
講
座

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

☎・
（
64
）０
９
１
９

国
際
交
流
員
と
交
流
し
よ
う

■
五
感
で
巡
る
中
国
の
美

中
国
の
妖
怪
話

中
国
最
古
の
妖
怪
図
鑑
と
も

者
と
３
親
等
以
内
の
遺
族

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
31
日（
月
）

◎�

�問
＝
県
社
会
福
祉
課
☎
０
９
９

（
２
８
６
）２
８
２
８

◎�

�申
＝
地
域
福
祉
課
☎（
64
）０
９

０
４

い
き
い
き
国
分

交
流
セ
ン
タ
ー

■
体
調
改
善
エ
ア
ロ
火
曜
コ
ー
ス

⃝
�

期
間
＝
８
月
25
日
～
９
月
15
日

（
毎
週
火
曜
・
全
４
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
０
時
20
分
～
１
時

20
分

■
体
調
改
善
エ
ア
ロ
水
曜
コ
ー
ス

⃝
�

期
間
＝
８
月
26
日
～
９
月
16
日

（
毎
週
水
曜
・
全
４
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
１
時
20
分
～
２
時

20
分

【
共
通
事
項
】

⃝
�

対
象
＝
成
人（
高
校
生
を
除
く
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
14
人（
４
人
以
上

で
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
２
６
０
０
円

⃝
�

受
付
＝
８
月
11
日（
火
・
祝
）か

ら
◎�

�問・�申
＝
い
き
い
き
国
分
交
流

セ
ン
タ
ー
☎（
48
）５
５
２
２

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

■
シ
ニ
ア
世
代
の
働
き
方
説
明
会

呼
ば
れ
る「
山せ
ん

海が
い

経き
ょ
う」
や「
聊

り
ょ
う

斎さ
い

志し

異い

」
な
ど
を
通
し
て
、
中
国
の
妖

怪
文
化
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
８
月
25
日（
火
）午
後
６

時
30
分
～
７
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
24
日（
月
）

■
北
米
北
欧
ト
ー
ク

～
夏
観
光
編
～

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
米
国
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
や
グ
ル
メ
を
紹
介
し
ま

す
。

⃝
�

日
時
＝
９
月
１
日（
火
）午
後
６

時
30
分
～
７
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
25
人

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
31
日（
月
）

【
共
通
事
項
】

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
中
研
修
室

⃝
�

対
象
＝
市
民

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

◎�

�問・�申
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎

（
64
）０
９
２
４

公
用
車
の
広
告
主
に

な
り
ま
せ
ん
か

市
公
用
車
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
の

企
業
広
告
を
掲
載
し
て
、
社
名
や

商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

申
込
条
件
＝
企
業
、
個
人
事
業

主
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
各
種

団
体（
個
人
は
除
く
）

⃝
�

広
告
料（
１
カ
月
）＝
１
６
５
０

円
／
１
枚

※�

広
告
作
成
費
用（
マ
グ
ネ
ッ
ト

含
む
）は
広
告
主
負
担
。

⃝
�

広
告
サ
イ
ズ
＝
縦
30
㌢
、
横
50

～
80
㌢

⃝
�

掲
載
箇
所
＝
左
右
側
面
各
１
枚

⃝
�

掲
載
枚
数
＝
１
枚
か
ら
可

⃝
�

掲
載
期
間
＝
１
カ
月
単
位（
原

則
と
し
て
最
長
１
年
）

⃝
�

募
集
台
数
＝
11
台（
両
側
面
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
28
日（
金
）

※
先
着
順
。

◎�

�問・�申
＝
財
産
管
理
課
☎（
64
）０

８
５
０

鹿
児
島
県
出
身

沖
縄
戦
没
者
追
悼
式

⃝
�

期
日
＝
11
月
13
日（
金
）

※
前
日
か
ら
団
体
行
動
。

⃝
�

場
所
＝
鹿
児
島
霊
園（
沖
縄
県

糸
満
市
平
和
祈
念
公
園
内
摩ま

文ぶ

仁に

の
丘
）

⃝
�

対
象
＝
沖
縄
本
土
や
沖
縄
近
海

の
戦
闘
で
戦
没
し
た
人
の
配
偶

⃝
�

日
時
＝
９
月
３
日（
木
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
議
室（
隼
人
町
内
山
田

1
－
10
－
33
）

⃝
�

講
師
＝
雪
松
の
ぶ
子
さ
ん（
笑

い
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

⃝
�

対
象
＝
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
興
味
の
あ
る

人

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
20
日（
木
）

◎�

�問・�申
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎（
42
）８
５
８
５
、

（
42
）８
８
８
６

な
ぎ
な
た
教
室

⃝
�

日
時
＝
９
月
26
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
４
時
、
27
日（
日
）午

前
９
時
30
分
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
上
小
川
小
学
校
体
育
館

⃝
�

対
象
＝
小
学
４
年
生
以
上

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
９
月
24
日（
木
）
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i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

申し込み
フォームはこちら

講座
番号 講　座　名 日　　時 定員 受講料 申込期限

（必着）

12 Word基礎講座
～文字入力と基本の編集～

9/16（水）
9：30～15：30 10人 500円 9/2（水）

⃝��対象＝パソコン操作初心者  ※申し込み多数の場合は抽選。
⃝�申込方法＝【往復はがき】講座番号、講座名、住所、氏名、電話番

号を記入し郵送、【FAX】講座番号、講座名、住所、氏名、 電話・ファ
クス番号を記入し送信、【窓口】申込用紙に記入し、普通はがきと併
せて提出、【インターネット】申し込みフォームから

市ホームページは
こちらから

申し込み
フォームはこちら

応募は
こちらから

申し込み
フォームはこちら

申し込みは
こちらから

申し込みは
こちらから

※�錦江湾奥会議は、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が行政区を
越えて連携し、地域活性化を図る取り組みです。

錦江湾奥おでかけ情報 錦江湾奥会議を構成するまちの
イベント情報などを紹介します。

　この夏は「垂水市」へプチリト
リート。垂水市＆垂水市観光
協会プレゼンツ夏の三つの観
光キャンペーンを実施します。
⃝�期間＝９月30日(水)まで

詳細はこちら→
�問＝垂水市水産商工観光課  ☎0994（32）1486

ランニング桜島大会

夏の三つの
観光キャンペーン

鹿児
島市

垂水
市

⃝�期日＝12月６日（日）
※雨天決行。
⃝�場所＝南栄リース桜島広場

        （鹿児島市桜島横山町1722-17）
⃝�申込期限＝９月15日(火)
※先着順。

同実行委員会のホームページはこちら→
�問＝実行委員会事務局  ☎099（248）7718

19  Kirishima City Public Relations, Japan  2026.8, Vol.456 広報きりしま  18



図書館へ行こう
スマホ用 インスタグラム

修
行
美
江
子
さ
ん（
霧
島
）

今
月
の
絵
手
紙

７
月
号
の
特
集
『
保
護
司
の
し

ご
と
』が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で

す
。
以
前
、
就
職
困
難
者
の
就
労

支
援
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、

少
し
重
な
る
部
分
も
あ
り
、
挑
戦

し
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
り
か
ち
ゃ
ん
62
歳
）

●

保
護
司
の
活
動
に
つ
い
て
詳
し

く
知
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
犯

罪
や
非
行
を
し
た
人
の
更
生
を
支

え
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
安
全

に
も
つ
な
が
る
大
切
な
役
割
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
保
護
観
察
官
と
連

携
し
な
が
ら
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
驚
き
、
そ
の
責
任
の
重
さ
と
温

か
い
支
援
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。（
な
な
な
58
歳
）

▼
担
い
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
保
護
司
。
ま
ず
は
、
仕
事
内
容

を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
貢
献
の
選

択
肢
の
一
つ
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
の

思
い
か
ら
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
や
取

り
組
み
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
月
、広
報
き
り
し
ま
を
読
む
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
過
疎

化
が
進
む
こ
の
時
代
に
溝
辺
町

竹た
か
ぜ子
地
区
の
方
々
が
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
た
か
ぜ

バ
ル
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

地
元
の
果
物
購
入
な
ど
微
力
な
が

ら
応
援
で
き
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

で
す
。（
霧
島
愛
好
家
69
歳
）

▼
全
く
未
経
験
の
こ
と
に
挑
戦
し
、

そ
れ
を
形
に
し
て
い
く
中
塚
さ
ん

の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
、
憧
れ
や
共

感
を
抱
い
た
人
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
の
い
ろ

い
ろ
な
分
野
で
頑
張
っ
て
い
る
人

を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

う
ち
に
も
小
学
生
に
な
る
子
ど

も
と
未
就
学
児
が
い
る
の
で
、
給

食
通
信
と
、
て
く
て
く
ぱ
く
ぱ
く

の
コ
ー
ナ
ー
は
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
福
山
黒
酢

鶏
。
む
ね
肉
の
調
理
方
法
が
い
つ

も
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
だ
っ
た
の
で
、
ぜ

ま
た
、
肥
薩
線
が
運
転
再
開
さ

れ
、
沿
線
の
ま
ち
に
活
気
が
戻
る

の
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
掲
載
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。（
ひ
で
46
歳
）

▼
他
に
も
竹
子
地
区
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
多
数
お
便
り
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
元
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
結
束
す
る
力
、素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
自
分
の

住
む
地
域
の
今
後
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

次
世
代
農
家
探
訪
を
読
ん
で
、

異
業
種
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
塚

さ
ん
に
敬
服
い
た
し
ま
し
た
。
将

来
の
日
本
の
農
業
に
、
若
い
人
た

ち
が
続
い
て
も
ら
え
ば
う
れ
し
い

ひ
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
み
な
み
ん
34
歳
）

▼
毎
日
の
食
事
作
り
、
献
立
を
考

え
る
の
は
大
変
で
す
よ
ね
。
夏
休

み
中
の
お
子
さ
ん
の
食
事
準
備
に

も
ひ
と
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
暑
い
夏
を
乗
り
切
る
た
め

に
も
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
黒
酢
を

使
っ
て
、
い
つ
も
と
違
う
風
味
で

食
事
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
お
便
り

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
誌
面
の
都
合
上
、
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

絵手紙を募集しています。住所、氏名、電話番号を明記して
秘書広報課まで郵送ください。

本誌への感想、霧島市への思いなど、たく
さんの声をお寄せください。お便りはとじ
込みのはがき、市ホームページからお送り
ください。

読
者
の
お
便
り

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Letter

2026.8

濱 裕宣
ビタミンは、体に欠かせない栄養
素。野菜や果物の選び方から栄養
の基本、効率よく取るための工夫、
すぐに実践できる食べ方やレシピ、
調理のこつを分かりやすく解説。

かげ・並木 伸一郎
森や山、水辺、街中など、さま
ざまな場所で目撃されるネッシー
やツチノコなどのＵＭＡ（未確認
生物）を、イラストやゆるゆる４こ
ま漫画で50種類以上紹介する。

工藤 純子
今日は学童で、りんとひろきの
班はサンドイッチ作り。言いたい
ことを我慢してしまう少女りんの、
自分の気持ちを声に出す勇気と、
伝わった時の爽快感を描く物語。

新 刊 紹 介

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（55）０１２２
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（76）2714
霧島図書室／☎（57）0316
福山図書室／☎（56）2026

市内７カ所の図書館（室）で
本が借りられます。

霧島市立図書館に
おいでください

なつかしの映画を観る会
9月

日 作　品　名　な　ど
3日 第三の男 1949年・120分

10日 スニッファー 嗅覚捜査官３ 2017年・ 88分
17日 グランド・ホテル 1932年・112分
24日 家族だから愛したんじゃなくて、

愛したのが家族だった① 2023年・ 98分

⃝�時間＝毎週木曜、午後１時30分から（開場＝午後１時）
⃝�場所＝メディアセンター鑑賞室（無料、予約不要）
⃝�定員＝20人（入場制限あり）
�問＝メディアセンター  ☎（64）0919

上田 紀行
哲学・宗教・芸術などの基礎教
養から、政治経済などの現代社
会、漫画やお酒などのカルチャー、
そして自然科学まで、幅広くイラ
ストで解説する大人の教養本。

今
さ
ら
聞
け
な
い

教
養
の
超
基
本

野
菜
の
ビ
タ
ミ
ン・

ラ
ン
キ
ン
グ
図
鑑

ゆ
る
ゆ
る
Ｕ
Ｍ
Ａ
図
鑑

い
い
た
い
こ
と
が

あ
り
す
ぎ
ま
す
!

イ ベ ン ト 名 日　　時［対　象］ 場　所
ほるとの森おはなし会 ８月22日（土）、９月12日（土） 14：30 ～ 15：00

国分図書館幼児と小学生のためのおはなしの部屋（りんごの木） ９月５日（土） 10：30 ～ 11：30
赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや（りんごの木） ９月７日（月） 10：30 ～ 11：30

きりしま読書会 ８月23日（日） 10：30 ～ 11：30［成人］
問=池田  ☎090（1874）1086

メディア
センター

おはなしの部屋
８月16日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児と小学生］
９月４日（金） 11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
９月13日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児］

隼人図書館

読み聞かせの時間 毎週水曜 11：00 ～ 11：20［幼児］ 横川図書室
おはなしの時間（紙ふうせん） ９月２日（水） 10：00 ～ 10：30 霧島図書室
おはなしの時間 ８月18日（火）、８月25日（火） 11：00 ～ 11：30［幼児以上］　 福山図書室

新刊紹介
頂上決戦！超巨大生物最強王決定戦／Creatures Journey
こどもたちのための最悪事典／林木林
図書館とねことゆうれいと／レベッカ・ステッド、ウェンディ・マス
ダイコンコン／キューライス
おべんとうバスのころころりん／真珠まりこ
でしいりすいぞくかん／コンドウアキ
今すぐ使えるかんたんGmail+Gemini入門／技術評論社編集部
３ステップでしっかり学ぶJava入門／アンク
一冊でわかる先史・古墳時代／大石学
おいしい道の駅ドライブ2026  九州  山口／昭文社
AIで終わる人AIで化ける人／中平健太
60分でわかる！新NISA超入門／酒井富士子
高校生のマネしたくなる勉強法／いゆぴ
こどもの心を育てるメンタルサポート大全／飯山晄

じ

朗
ろう

物語のある星座図鑑／ペズル
鎌田式長生き常備菜／鎌田實

「図書館の本de作品展」作品募集
国分図書館の本を参考にして、「作ったもの」「でき

たもの」「できたこと」を募集します。作品は、11月
７日（土）開催の国分図書館読書まつりで展示します。
・��受付期間＝８月24日（月）～10月17日（土）
・��受付場所＝国分図書館
・��受け付けできる作品＝洋服、布小物、バッグ、アクセサリー、写真、イラスト、

折り紙、消しゴムはんこなど
※�展示できない作品（料理、ガーデニング、釣った魚など）は、写真で応募してください。
・��応募方法＝応募用紙（国分図書館カウンターで配布、市立図書館ホームペー

ジからもダウンロード可）と作品を提出
�問・�申＝国分図書館  ☎（64）0918

地元書店×高校生による
読書推進プロジェクト2026

市内６校の高校生が制作したポップを展示し、本を販売します。高校生が選
んだ「推し本」を、ぜひご覧ください。
・��期間＝８月31日（月）まで
・��場所＝TSUTAYA  BOOKSTORE 霧島・金海堂イオン隼人国分店
※９月は、国分図書館・隼人図書館・牧園図書室で展示します。
�問＝国分図書館  ☎（64）0918

国分図書
館

「高校生が選ぶ夏の一冊」
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The gatew
ay to local history

飲
み
水
は
も
ち
ろ
ん
、
日
々
の
暮
ら
し
を

営
む
上
で
水
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
人
は
長

い
歴
史
の
中
で
、
恵
み
だ
け
で
な
く
、
時
に

は
暴
れ
川
と
な
り
災
害
を
も
た
ら
す
水
を
、

う
ま
く
制
御
し
利
用
し
よ
う
と
試
み
て
き
ま

し
た
。

水
車水

の
力
を
有
効
に
活
用
し
た
例
と
し
て
、

水
車
が
あ
り
ま
す
。
水
車
は
、
流
水
の
力
を

回
転
運
動
に
変
え
、
そ
れ
を
動
力
と
し
て
、

水
を
水
田
に
く
み
上
げ
た
り
、
石
臼
を
回
し

て
精
米
や
製
粉
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

南
九
州
市
知
覧
町
の
豊
玉
姫
神
社
や
、
南

さ
つ
ま
市
加
世
田
の
竹
田
神
社
に
伝
わ
る「
水

車
か
ら
く
り
」は
、
水
車
を
動
力
源
に
し
て
か

ら
く
り
人
形
を
動
か
し
、
芝
居
を
演
じ
さ
せ

る
も
の
で
、
南
九
州
独
特
の
水
車
を
利
用
し

た
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

最
新
式
の
技
術

幕
末
に
な
る
と
、
欧
米
か
ら
最
新
式
の
水

車
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
文
久
３（
１
８

６
３
）年
、
国
分
敷
根
に
造
ら
れ
た
薩
摩
藩
の

敷
根
火
薬
製
造
所
は
、
当
時
最
新
鋭
の
ト
ル

ビ
ン
水
車（
タ
ー
ビ
ン
水
車
の
こ
と
。
洋
式
水

代
化
し
て
産
出
量
を
上
げ
る
た
め
に
、
約
30

㌔
㍍
も
離
れ
た
水
天
渕
か
ら
電
力
を
供
給
し

た
の
で
す
。

天
降
川
の
力

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
遠
く
か
ら
送
電
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。
天
降
川
は
霧
島
山
麓
か
ら

湧
き
出
る
豊
富
な
水
量
、
標
高
３
０
０
㍍
の

台
地
か
ら
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
んに

流
れ
落
ち
る
河
川
の
傾
斜

と
い
っ
た
、
水
力
発
電
に
適
し
た
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
金
山
の
稼
働
を
賄
う
電
力
を
安
定

的
に
得
る
に
は
、
天
降
川
の
発
電
力
が
必
要

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

天
降
川
水
系
に
は
、
水
力
発
電
所
が
７
カ

所
あ
り
ま
す
。
水
天
渕
発
電
所
を
含
め
、
大

正
元 （
１
９
１
２
）年
に
で
き
た
小
鹿
野
発
電

所
か
ら
昭
和
16 （
１
９
４
１
）年
に
で
き
た
新

川
発
電
所
ま
で
、
施
設
を
更
新
し
た
所
は
あ

り
ま
す
が
、
今
も
現
役
で
電
力
を
供
給
し
続

け
て
い
ま
す
。

大
正
10 （
１
９
２
１
）年
に
で
き
た
妙
見
発

電
所
は
、
県
内
で
最
も
規
模
が
大
き
い
石
造

の
発
電
所
で
す
。
中
津
川
と
天
降
川
か
ら
取

水
し
た
水
は
、
裏
山
に
設
け
ら
れ
た
ヘ
ッ
ド

タ
ン
ク
か
ら
水
圧
鉄
管
を
通
っ
て
３
基
の
発

電
機
へ
流
さ
れ
ま
す
。
妙
見
発
電
所
は
、
そ

の
大
き
さ
の
ほ
か
、
本
館
・
ヘ
ッ
ド
タ
ン
ク
と

も
石
造
の
構
造
体
が
当
初
の
姿
を
お
お
む
ね

と
ど
め
て
い
る
こ
と
、
石
に
細
か
い
細
工
を

施
し
、
窓
周
り
の
意
匠
な
ど
に
高
度
な
石
工

技
術
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま

す
。石

造
ア
ー
チ
の
放
水
口
か
ら
天
降
川
に
水

が
流
れ
出
る
様
は
、
ど
こ
か
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
な
風
情
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
強
い
日
差
し

が
和
ら
い
だ
日
は
、
川
べ
り
の
散
歩
で
夕
涼

み
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
。（

文
責
＝
堀
之
内
）

水
の
力

妙見発電所

車
）を
日
本
で
初
め
て
導
入
。
木
炭
や
硫
黄
、

硝し
ょ
う

石せ
き

と
い
っ
た
原
料
を
砕
き
、
火
薬
を
製
造

し
ま
し
た
。
明
治
維
新
期
の
薩
摩
藩
の
軍
事

力
は
、
水
車
が
支
え
て
い
た
と
い
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

水
の
力
で
電
力
を

明
治
11（
１
８
７
８
）年
に
は
、
英
国
に
お

い
て
、
世
界
で
初
め
て
水
車
と
発
電
機
を
組

み
合
わ
せ
た
水
力
発
電
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
電
気
の
需
要
の
増
加
に
合
わ
せ
て
、

水
力
発
電
所
は
急
速
に
広
ま
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
明
治
21（
１
８
８
８
）年
に
、

日
本
初
の
水
力
発
電
所
、
宮
城
県
の
三さ

ん

居き
ょ

沢ざ
わ

発
電
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
電
力
会
社
の

営
業
用
発
電
所
と
し
て
は
、
明
治
24 （
１
８
９

１
）年
に
京
都
府
の
蹴け

上あ
げ

発
電
所
が
、
初
め
て

本
格
的
な
送
電
を
行
い
ま
し
た
。
以
降
、
水

力
発
電
所
は
全
国
で
建
設
さ
れ
、
日
本
の
産

業
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

明
治
40 （
１
９
０
７
）年
に
は
、
市
内
で
初

め
て
の
水
力
発
電
所
と
し
て
、
天
降
川
沿
い

に
水
天
渕
発
電
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
島

津
家
が
経
営
す
る
山
ケ
野
金
山
の
設
備
を
近

◎人口／ 122,115人（- 13）  ◎世帯数／ 63,720世帯（±0）
・男性／59,457人（-5）・女性／62,658人（-8）・出生68人・死亡125人・転入315人・転出270人	 （令和８年７月１日現在）

Ｍミ

ル

ク

！
Ｌ
Ｋ
コ
ラ
ボ
の
夏
祭
り

第
62
回
霧
島
国
分
夏
ま
つ
り

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
天
気
が
良
す
ぎ
て
大
変

暑
い
中
で
の
開
催
に
な
り
ま
し

た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
大
勢
の
皆
さ
ん
に
お
楽
し
み

い
た
だ
け
た
こ
と
を
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
実
行
委
員
会

を
は
じ
め
、
全
て
の
関
係
者
の

方
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

５
千
人
を
超
え
る
踊
り
連
、

28
団
体
の
神み

こ
し輿

な
ど
例
年
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
併
せ
て
、
今
年
は

な
ん
と
い
っ
て
も
、
お
じ
ゃ
ん

せ
霧
島
大
使
に
就
任
し
て
い
た

だ
い
た
本
市
出
身
の
吉
田
仁
人

さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
、

Ｍ
！
Ｌ
Ｋ
と
の
特
別
コ
ラ
ボ
が

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
注
目
度
は
高
く
、
街

中
で
は
県
外
ナ
ン
バ
ー
や
レ
ン

タ
カ
ー
が
多
く
走
り
、
市
街
地

の
ホ
テ
ル
も
ほ
ぼ
満
室
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
Ｍ
！
Ｌ
Ｋ
が
ジ

ャ
ッ
ク
し
た
国
分
駅
や
ミ
ニ
縁

日
も
大
盛
況
。
ラ
ス
ト
を
飾
る

花
火
で
は
、
数
万
人
の
方
が
同

じ
方
向
を
見
て
い
る
景
色
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
お
会
い
し
た
時
も
、

故
郷
へ
の
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
吉

田
さ
ん
。
今
後
、
本
市
を
大
き

く
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

中
重
真
一

ED
IT

O
R

'S

翡
ひ

翠
すい

（溝辺町竹子）
令和７年７月23日  午後２時２分

今月の表紙

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

市内の観光農園は、収穫したての旬
の果物を味わえるのが魅力です。溝辺
町にある観光農園のシャインマスカッ
トは、例年８月上旬ごろから販売され
ており、糖度が高く濃厚な甘みが楽し
めます。袋から取り出すと一粒一粒の
大きさに目を奪われがちですが、はじけ
るようなみずみずしさも魅力の一つで
す。旬の果物を味わいに、ぜひこの夏訪
れてみてはいかがでしょうか（久木野）

【撮影データ】

デジタルカメラ  レンズ17 ～ 55mm・F2.8  
1/1250秒　F3.5　ISO800

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報グループ ☎（64）0955 までご連絡ください。

↑アプリのダウンロードは
こちらから。フィーチャー
フォンは通知機能のみ利用
できます

きりしま防災・
行政ナビ

いつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Ｘ

霧島市ホームページ 霧島市Facebook

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

市の公式エックス。フォロー
をすると市からの新着情報が
届きます。

アプリのアイコン

Android

Lifevision Lifevision

iOS

8PRESENTS

昨年の豪雨から１年。断水を乗り越えたこのまちの努力と、霧島
の水のすごさを改めて知ったからでしょうか。取材が終わって

家に帰り、コップに水を注ぎ飲んでみると、いつもよりおいしく感じま
した。この豊かな水を、これからも大切にしていきたいですね（徳重）

作業療法士を目指し勉学に励んでいた高校時代。不思議な縁なの
か、今回の取材は同じ職業で働く隼人温泉病院の村岡さんでし

た。訪問リハビリを通して、利用者さんのやりたいことに耳を傾け、寄り
添う村岡さんの真

しん

摯
し

な姿勢を私自身も見習いたいと思いました（久木野）

小学生の頃、休み時間は図書室で本の虫になっていました。『どろん
ここぶた』が好きで、今でもふと手に取ります。何を伝えたいのか

分からない絵本が苦手、と愚痴る私に「結末がない絵本は余韻が醍醐
味です」と諭す藤原さん。心にゆとりが広がる絵本はありませんか（東）

長男の高校野球生活が終わりました。試合には出られませんでした
が、ベンチでサポートする姿を目に焼き付けました。野球は試合

に出る者、サポートする者それぞれが役割を持って皆で戦うスポーツとい
う監督の言葉が胸に響きました。さあ、次は甲子園を楽しむぞ（濵田）

◎�秘書広報課にお便りをくださった方の中から抽選で、溝辺町観光農園果樹部会から「ブドウ」か
「ナシ」を５人にプレゼント。応募締め切りは８月25日（火）必着です。

※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

溝辺町では、ブドウやナシの栽培が盛んに行われています。例年８月上旬から観光農
園がオープンし、ブドウ狩りなども楽しむことができますので、ぜひお出かけください。
各農園の開園時期や取り扱い品種などの詳細については、市ホーム
ページに掲載していますので、詳しくは各農園へ直接お問い合わせく
ださい。

溝辺町観光農園果樹部会

溝辺町観光農園果樹部会から
「ブドウ」か「ナシ」を５人にプレゼント

市ホームページ
はこちら ※写真はイメージです。

※ブドウとナシはお選びいただけませんのでご了承ください。

第２弾
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